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美郷町地域防災計画が
策定されました

　
近
年
、
地
震
、
風
水
害
等
の
災
害
発
生
件

数
が
多
く
、
本
町
で
も
い
つ
発
生
す
る
か
予

測
の
つ
か
な
い
災
害
に
対
し
て
、
万
全
の
体

制
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
地
震
災
害
は
季
節
に
か
か
わ
ら
ず

突
発
的
に
発
生
す
る
た
め
、
そ
の
襲
来
を
予

測
し
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
す
。
さ
ら
に
地
震
災
害
は
、
同
時
多
発
的

か
つ
複
合
的
に
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
か

ら
、
地
震
災
害
へ
の
対
応
力
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
地
域
の
防
災
力
を
格
段
に
強
化
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
か
ん
が
み「
美
郷
町
地
域
防
災
計
画
」は

震
災
対
策
を
主
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策

　
現
在
の
本
町
の
人
口
と
世
帯
の
推
移
は
、

他
の
自
治
体
と
同
様
に
、
人
口
の
ゆ
る
や
か

な
減
少
と
、
世
帯
数
の
増
加
と
い
う
、
核
家

族
化
の
進
展
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
こ
で
課
題
と
な
る
の
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
増
加
し
続
け
る
一
方
で
核
家
族
化

が
急
速
に
進
み
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
及
び
乳
幼
児
が
い
る

若
い
世
代
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、

災
害
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時
か
ら
の「
地
域

ぐ
る
み
の
防
災
対
策
」が
必
要
で
す
。

災
害
時
の
応
急
対
策

震
災
応
急
対
策
に
お
け
る
活
動
体
制

　
町
の
地
域
で
震
度
４
以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
時
は
、
町
職
員
が
定
め
ら
れ
た
場
所
に

集
合
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
応
急
対
策
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

　町地域防災計画は、国が定める災害対策基本法の規定に基づき策定され、計画の目的は、地域災害の予防や被害
の拡大を防止することなど、住民の生命や身体、財産を被害から保護することにあります。

３月28日に役場六郷庁舎で行われた町防災会議

「自助」　「共助」　「公助」　による防災活動

住民自らが災害から身を守る「自助」

地域社会がお互いに守り助け合う「共助」

行政の施策としての「公助」

突然発生する災害に対応するためには、「自助」、「共助」、そして「公助」が
適切に役割分担されている防災協働社会の形成が必要です。



広報美郷 
平成18年5月号 

3

千屋 
畑屋 

六郷 

飯詰 

金沢 

大曲大曲 大曲 

横手 

真昼山 善
知
鳥 

　
災
害
の
発
生
に
よ
り
医
療
機
関
の
機
能
が

低
下
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
交
通
の
途
絶
に

よ
り
医
療
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
、
応
急
的
な
医
療
を
行
う
た
め

に
救
護
所
を
設
置
し
、
被
害
の
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
医
療
救
護
活
動
を
行
い
ま
す
。

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
と
自

衛
隊
災
害
派
遣
要
請

　
地
震
発
生
時
に
は
、
陸
上
交
通
の
寸
断
も

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
災
状
況
に
関
す

る
情
報
収
集
や
救
助
活
動
な
ど
の
緊
急
の
応

急
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
で
、
住
民
の

生
命
、
財
産
の
保
護
の
た
め
必
要
な
応
急
対

策
の
実
施
が
関
係
機
関
の
み
で
は
困
難
で
、

自
衛
隊
の
活
動
が
必
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
県
知
事
に
対
し
自

衛
隊
の
派
遣
を
要
請
し
ま
す
。

東
京
都
大
田
区
と
の
防
災
協
定

　
町
と
東
京
都
大
田
区
は
昨
年
11
月
５
日
、

「
災
害
時
に
お
け
る
大
田
区
と
美
郷
町
と
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」（
防
災
協
定
）を

締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
両
区
町
の
い

ず
れ
か
の
地
域
で
災
害
が
発
生
し
、
独
自
で

は
十
分
な
応
急
対
策
が
実
施
で
き
な
い
場
合

に
、
相
互
に
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災

地
域
の
応
急
対
策
等
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
実

施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
相
互
の
応
援
内
容

・
食
糧
及
び
飲
料
水
の
供
給

・
応
急
物
資（
生
活
必
需
品
）の
供
給

・
応
急
対
策
等
に
要
す
る
職
員
の
派
遣

・
被
災
者
及
び
被
災
児
童
の
一
時
受
入
れ

災
害
救
助
法
の
適
用

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
場
合
に
、
直

ち
に
法
律
の
基
準
に
基
づ
き
救
助
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

※
災
害
救
助
法
と
は
・
・
・
災
害
時
に
仮
設

住
宅
の
建
設
、
食
料
の
供
給
、
生
活
必
需
品

の
配
給
な
ど
の
応
急
的
な
措
置
を
行
い
、
住

民
の
保
護
と
社
会
秩
序
の
保
全
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
法
律
。

復
旧
計
画

　
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
原
形
復
旧
に

と
ど
ま
ら
ず
、
再
度
災
害
が
発
生
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
の
改
良
復
旧
を
原
則
と

し
、
災
害
が
発
生
す
る
原
因
と
な
っ
た
自
然

的
要
因
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
総

合
的
見
地
か
ら
緊
急
度
の
高
い
順
に
復
旧
に

あ
た
り
ま
す
。

が
発
生
し
た
場
合
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
町
が
有
す
る
機
能
の
総
力
を
挙
げ
て

応
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
災
害
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に

準
じ
た
活
動
体
制
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
情
報
の
収
集
と
伝
達

　
災
害
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
等
に
よ
る
通

信
確
保
を
図
る
こ
と
は
防
災
活
動
上
極
め
て

重
要
で
す
。
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
消
防
・

救
急
無
線
設
備
の
ほ
か
、
災
害
時
に
円
滑
な

情
報
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
町
に
お

い
て
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
開
局
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
町
で
は
昨
年
９
月
に
広
報
を
通
じ

て
町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
資
格
取
得
者
に

登
録
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
災
害
時
の
情
報

伝
達
の
方
法
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

医
療
救
護
活
動

防災訓練で行われた患者の振り分け業務（トリアージ）の様子

県消防防災ヘリコプター

陸羽地震の被害状況 　明治29年の千屋断層を震源と
する陸羽地震（震度６）では死者
22人と大きな被害がもたらされ
ました。また、大正３年の大曲
市（現大仙市）を震源とする強首
地震の余震（震度５）では死者１
人の被害が生じています。近年
では、昭和53年の宮城県沖地
震、昭和58年の日本海中部地震
などの被害が起きています。

過去に美郷町の地域に被害をもたらした地震

震央 

断層線 

40%以上の家屋の倒壊を生じた地域 

10%以上の家屋の倒壊を生じた地域 

１ %以上の家屋の倒壊を生じた地域 

振動の方法 


